












































こで本研究では処理資源の操作 が他者 の感情認知に与える影響に つ
いて実験的検討を行った。本研究は全 5 部で構成されており，第 1 部
は序論，第 2 部から第 4 部は実験的検討，第 5 部は総合考察となって























という精神的な容量が考えられている ( La vi e ,  19 9 5 )。処理資源とは，
ヒトが一度に注意を向けて処理できる有限な容量のことであると定




わらず注意を向けてしまうという報告もある (E r t ha l  e t  a l . ,  20 0 5 )。  
他者の感情認知を観察するうえで，行動反応だけでなく生理反応も
用いられることがある。生理反応のなかでも，事象関連脳電位 ( ev ent -
r ela t ed  p ot ent ia l ;  E RP )は頭皮上に装着された電極から取得した脳波を
もとに，極性・部位・潜時・振幅の大きさなどから特定される脳の微
弱な電位変動であり，様々な刺激に対応して生じることが知られてい
る (入戸野 ,  2 0 05 )。そして， E R P のなかでも後期陽性電位 ( l a t e  p os i t i v e  
p ot ent ia l ;  L PP ) ( I t o  et  a l . ,  19 9 8 )の振幅は他者の感情認知を反映するこ
とがわかっている (A l t ha u s  et  a l . ,  20 1 4;  Gr o en  et  a l . ,  2 0 1 3;  P r ov er b io  e t  
a l . ,  2 00 9 )。 L P P は通常，不快な感情刺激などを観察したときにその振
幅が増大することが知られているが，最近ではヒトを含まない感情刺
激 (ヒトなし刺激 )に比べて，ヒトを含む感情刺激 (ヒトあり刺激 )を観
察したときに振幅が増大することから，前述のように他者の感情認知
と の関 連 も 示 唆さ れ て い る (A l t ha u s  et  a l . ,  2 0 14 ;  Gr o en et  a l . ,  20 1 3;  




者への敏感性を反映する E R P として a nt er ior  N2 も知られている (Gr oe n  
et  a l . ,  2 0 13 ,  P r o v er b i o  et  a l . ,  2 0 08 )。このように他者の感情認知を反映
する E RP として L PP が，その初期段階にあたる他者への敏感性を反
映する E RP として a nt er i or  N2 が知られており，本研究でもこれらの
ER P を用いることとする。  
行動反応や生理反応 ( i . e . ,  L PP・a nt er ior  N2 )を用いて他者の感情認知
の影響が観察可能であることがわかった。ただ，いずれの研究も観察
対象となる感情刺激に対する余 剰の処 理資源が充分に確保された 実
験計画であったため，感情刺激中の他者に対して充分に注意できる条
件となっていた ( A l t ha us  et  a l . ,  2 01 4 ;  Gr oen et  a l . ,  2 0 1 3;  P r ov er b io  et  a l . ,  
20 0 8;  P r o v er b io  et  a l . ,  20 0 9 )。言い換えると，先行研究の結果からは，
処理資源に十分な余裕がある場 合に限 って他者の感情認知がなさ れ
ていることがわかっているといえる。反対に処理資源に余裕がない場





他者の感情認知がなされるうえ での他 者の感情の読み取り方略と そ
の処理メカニズムを明らかにできると考えている。  
本 研 究 の 主 な 実 験 方 法 は 次 の と お り で あ っ た 。 感 情 刺 激 に は
In t er na t io na l  Aff ec t i v e P ic tu r e S ys t em ( I APS;  La n g  et  a l . ,  2 0 08 )という感
情 研 究 で 広 く 用 い ら れ て い る 画 像 セ ッ ト お よ び 人 物 の 顔 を 写 し た
Kar ol i ns ka  D i r ec t ed  E mot i o na l  Fa ces  (KDEF ;  L u n dq v is t  e t  a l . ,  1 9 9 8 )を用



















進むに従って感情刺激に投入で きる処 理資源量が減少するように 実
験を構成した。具体的には，実験 1 では投入できる余剰の処理資源が
研究全体を通して相対的に多い刺激 (課題関連刺激 )を，実験 2 では投
入できる余剰の処理資源が研究 全体を 通して相対的に中程度の刺 激
(課題非関連の “ na t ur a l”刺激 )を，実験 3 では投入できる余剰の処理資
源が研究全体を通して 相対的に少ない 刺激 (課題非関連の “ s ynt h et ic ”








課題関連刺激に対する注意量の影響 (実験 1 -1 )と，刺激の呈示文脈が
感情認知に与える影響 (実験 1 -2 )  に関する検討を設定した。続く実験
2 では中目的として空間的制約が他者への敏感性に与える影響に関す
る検討を設定した (実験 2 -1 )。最後の実験 3 では中目的として，注意の








これまでの研究から， L P P が無意識的な他者の感情認知を反映する
ER P であることが分かっていたため，意識的な他者の感情認知を反映
する主観評価と比較したところ，少なくとも女性では不快カテゴリに
おいて意識的な他者の感情認知 とは無 関係に無意識的な他者の感 情
認知がなされることがわかった (実験 1 - 1 )。また，文脈の一致性が操作
された感情刺激呈示時の無意識 的な他 者の感情認知を観察したと こ
ろ，一致性にかかわらず不快表情のヒトに対する感情認知が喚起され










ことを示した。他者への敏感性を反映する指標として a nt er ior  N2 を用
い た 。 そ の 結 果 ， 刺 激 に 対 す る 空 間 的 な 注 意 の 多 寡 に か か わ ら ず
a nt er ior  N2 の増大がみられた (実験 2 -1 )。他者の感情認知の初期段階




が注意の捕捉からの解放の速さ (実験 3 -2 )に与える影響について行動
反応を用いて検討した。その結果，不快カテゴリではヒトなし刺激に
比べてヒトあり刺激への注意の解放が迅速であることがわかった (実








処理資源の多寡と感情認知の対 象とな る他者の感情との関係性に つ
いて示せたことは本研究の成果であると考えている。また，他者の感
情認知と似た概念として共感というものが知られている。そのため，
今後の研究では共感に関する指 標を測 定することで他者の感情認 知
との関係性を検討することも肝要であると思われる。  
